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暑ざにめげず　7月20日、日曜日の昼下がり、長者原のグランドは沖立部落の運動会でたけなわでし
ノこ（写真）。ここだけでなく、7月1日、三箇の婦人青年バレーボール大会。同3日、橘地区の青年による球
技大会。8月3日、千手の第1分団がレクリエーション大会と、いかにも健康な町らしく、暑さをふきとぱす
盛況ぶりがみられました。

囹
行
　
　
　
事

　
　
八
　
月

成
人
式
　
＋
五
日
川
西
中
体
育
舘
で
行

　
な
い
ま
す
。
該
当
者
は
午
前
九
時
半

　
ま
で
に
集
合
す
る
よ
う
に
。
恒
例
の

　
記
念
講
演
、
講
師
は
県
教
育
委
員
近

　
藤
禄
郎
氏
。
ご
両
親
の
列
席
も
歓
迎

家
庭
を
幸
福
に
す
る
た
め
の
懇
談
会

　
千
手
地
区
婦
人
会
・
愛
児
会
の
合
同

勅　
　
　
　
　
　
　
七
月
十
五
日
に
無

＊＊
　
　
　
　
　
　
投
票
で
行
な
わ
れ
た

＊＊＊
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
選
挙
に
つ

＊＊
　
　
　
　
　
　
づ
い
て
、
定
数
を
減

＊＊＊
　
　
　
　
　
　
ら
し
て
か
ら
は
じ
め

＊＊
　
　
　
　
　
　
て
の
議
会
議
員
選
挙

＊＊＊
　
　
　
　
　
　
が
、
こ
れ
ま
た
無
投

＊＊　
　
　
　
　
　
票
で
行
な
わ
れ
た
。

＊＊＊
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
は
、
今
回

　　
淋
も
含
め
て
過
去
五
回
の
改
選
が
す
べ

料
て
無
投
票
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
ひ
き

　
淋
か
え
、
議
会
議
員
選
挙
は
小
選
挙
区

料
制
で
行
な
わ
れ
た
昭
和
三
十
二
年
の

　

緋
第
一
回
選
挙
で
橘
地
区
が
無
投
票
と

粕
な
っ
た
の
が
唯
一
の
例
で
あ
る
。

辮
今
回
四
人
の
定
数
減
を
断
行
し
た
に

淋
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
投
票
と
い
う
前

　

緋
例
の
な
い
事
態
と
な
っ
た
こ
と
は
、

料
そ
れ
だ
け
情
勢
が
き
び
し
い
と
見
ら

　
料
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

緋
　
町
総
合
開
発
計
画
の
甲
で
最
も
重

　

継
要
な
事
業
と
見
ら
れ
て
い
る
県
営
か

淋
ん
排
事
業
に
つ
い
て
の
概
要
書
が
ま

　

継
と
ま
り
、
七
月
二
十
四
日
県
農
地
計

緋
画
課
高
橋
課
長
補
佐
以
下
の
来
町
を

　

淋
得
て
説
明
会
が
開
か
れ
た
。
南
沢
に

紳
貯
水
量
七
八
万
ト
ン
の
川
西
ダ
ム
を

　

淋
新
設
す
る
と
と
も
に
仁
田
五
升
苗
ダ

緋
ム
の
カ
サ
上
げ
を
行
な
い
、
他
の
既

＊

　
で
二
十
日
午
後
一
時
か
ら
開
く
。
会

　
場
は
役
場
の
四
階
会
議
室
。

郡
市
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
夏
期
講
習

　
会
　
二
十
三
・
二
十
四
日
の
両
日
川

　
西
甲
で
。
居
合
い
や
詩
吟
の
ひ
ろ
う

　
も
あ
り
、
一
般
の
参
加
は
目
由
。

仙
田
婦
人
会
役
員
研
修
会
　
二
十
八
日

　
の
午
後
一
時
か
ら
仙
田
出
張
所
で
。

青
年
学
級
フ
ア
イ
ヤ
ー
の
つ
ど
い
　
三

　
十
一
日
夜
七
時
か
ら
松
葉
沢
で
。
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設
の
ダ
ム
と
と
も
に
水
田
六
三
五
へ
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
タ
ー
ル
分
の
用
水
を
確
保
し
よ
う
淋

と
い
う
も
の
で
、
事
業
費
の
概
算
は
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
億
円
。
さ
ら
に
こ
の
区
域
を
含
む
淋

八
三
〇
ヘ
ク
タ
；
ル
の
ほ
場
整
備
が
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
億
三
千
六
百
万
円
で
実
施
さ
れ
淋

る
。
い
ず
れ
も
着
工
は
四
十
六
年
か
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
で
完
成
は
五
十
年
ご
ろ
と
い
う
見
料

通
し
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
生
活
水
準
の
向
上
と
と
も
に
消
費
紳

物
資
も
ま
た
豊
富
に
出
ま
わ
っ
て
い
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
た
い
へ
ん
け
っ
こ
う
な
こ
と
で
淋

あ
る
が
、
消
費
者
の
フ
ト
コ
ロ
は
必
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず
し
も
こ
れ
に
無
限
に
応
じ
ら
れ
る
料

ほ
ど
豊
か
で
は
な
い
。
七
月
十
三
日
籾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
橘
甲
学
校
で
行
な
わ
れ
た
町
婦
人
料

会
連
絡
協
議
会
の
総
会
に
お
い
て
「
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
気
見
舞
の
お
返
し
は
廃
止
す
る
こ
継

と
」
と
い
う
決
議
案
が
全
会
一
致
で
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
決
さ
れ
た
。
入
院
す
る
と
き
よ
り
淋

退
院
す
る
と
き
の
ほ
う
が
頭
が
痛
い
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
い
う
よ
う
な
お
返
し
の
慣
習
は
た
料

し
か
に
行
き
過
ぎ
で
あ
り
、
見
舞
つ
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ほ
う
と
し
て
も
決
し
て
本
意
で
は
綜

な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
は
単
に
大
会
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
決
議
と
し
て
お
祭
り
さ
わ
ぎ
に
終
将

わ
る
こ
と
な
く
、
確
実
に
励
行
さ
れ
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
よ
う
末
端
ま
で
徹
底
す
る
措
置
を
勅

望
み
た
い
も
の
だ
。
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新
定
数
で
静
か
な
ス
タ
ー
ト

r

　
任
期
満
了
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る

川
西
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
さ

る
三
日
告
示
と
な
り
ま
し
た
。

　
告
示
と
同
時
に
、
二
十
一
人
が
く

じ
引
き
に
よ
る
順
番
で
立
侯
補
の
届

け
出
を
済
ま
せ
る
な
ど
、
十
日
の
投

票
日
め
ざ
し
て
一
時
は
活
気
を
み
せ

る
か
に
思
わ
れ
た
選
挙
戦
で
し
た
。

　
し
か
し
、
同
日
午
前
中
に
さ
ら
に

一
人
が
立
候
補
し
、
定
数
と
同
じ
候

補
者
が
出
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
動
き

は
止
ま
り
、
そ
の
ま
ま
、
六
日
午
後

五
時
、
立
候
補
届
け
の
締
め
切
り
時

刻
を
む
か
え
、
四
年
に
一
度
の
町
議

選
も
無
投
票
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
選
挙
の
日
程
と
し
て
は
、
今
日
十

町

議

選
　、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

無
投
票
で
幕

日
午
前
九
時
か
ら
選
挙
会
、
十
時
か

ら
選
挙
管
理
委
員
会
を
開
催
し
、
そ

の
あ
と
た
だ
ち
に
、
当
選
者
二
十
二

人
に
当
選
証
書
を
付
与
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
き
た
る
九
月
一

日
か
ら
生
ま
れ
変
わ
っ
た
構
成
に
よ

る
町
議
会
の
ス
タ
ー
ト
が
き
ら
れ
る

わ
け
で
す
が
、
当
選
者
の
氏
名
等
は

下
記
の
と
お
り
で
す
。

　
現
議
員
＋
三
人
、
元
議
員
三
人
、

新
人
は
六
人
と
い
う
顔
ぶ
れ
を
得
て

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
こ
れ
ら
の
代

表
者
を
通
じ
て
み
な
さ
ん
か
ら
町
政

に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。

ま
た
、
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、
明
正

選
挙
推
進
協
議
会
を
中
心
に
明
る
く

正
し
い
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
努

カ
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
こ
そ
投
票
に
ま
で
は
い
た
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
明
正
選
挙
と
い

う
こ
と
を
広
い
視
野
で
と
ら
え
な
が

ら
、
選
挙
の
正
し
い
あ
り
万
が
す
み

ず
み
ま
で
浸
透
す
る
よ
う
、
引
き
続

き
ご
協
力
ね
が
い
ま
す
。

　
（
三
・
四
面
に
当
選
者
の
抱
負
な

　
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
）

ー
町
議
会
報
告
ー

　
　
　
　
請
願
二
件
鞘
頸
拶
を
審
査

　
第
五
回
町
議
会
臨
時
会
は
七
月
二
十

八
日
に
招
集
さ
れ
、
農
業
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て
ほ
か
三
件
を
審
議
し
た
。

　
農
業
委
員
に
推
薦
さ
れ
た
の
は
、
町

長
根
津
正
三
、
議
長
和
久
井
精
一
、
高

津
正
、
田
口
悌
治
、
お
よ
ぴ
斉
木
定
太

郎
の
五
氏
で
あ
る
。

　
農
業
委
員
の
選
挙
は
七
月
八
日
告
示

さ
れ
た
が
、
十
一
日
の
立
候
補
受
け
付

け
締
め
切
り
ま
で
に
、
定
数
と
同
じ
＋

四
人
し
か
立
候
補
者
が
な
い
た
め
、
別

項
の
よ
う
に
、
無
投
票
で
全
員
の
当
選

が
確
定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
農
業
委
員
会
を
構
成
す
る

委
員
と
し
て
は
、
こ
の
選
挙
に
よ
る
も

の
の
ほ
か
、
農
協
が
推
薦
す
る
理
事
各

一
人
と
、
議
会
推
薦
の
学
識
経
験
者
五

人
以
内
を
選
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
今
回
の
改
選
に
あ
た
っ

て
、
農
協
推
薦
の
委
員
が
、
三
農
協
の

合
併
に
よ
っ
て
改
選
前
の
四
人
か
ら
二

人
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
減
員
分
を
こ

れ
ま
で
は
三
人
で
あ
っ
た
議
会
推
薦
の

万
に
ま
わ
し
て
、
前
記
の
よ
う
に
五
氏

当
選
者
の
氏
名

　
　
　
　
　
　
（
届
出
順
）

中
村
金
作
（
無
所
属
）
現

市
ノ
富
二
（
〃
）
〃

桐
生
昌
平
（
〃
）
〃

登
坂
敬
恒
（
　
〃
　
）
〃

水
品
正
一
郎
（
〃
）
元

田
　
中
　
与
三
郎
（
　
〃
　
）
現

高
橋
弥
太
郎
（
〃
）
新

登
坂
　
茂
（
〃
）
〃

押
木
二
吉
（
〃
）
現

平
野
圭
二
（
〃
）
〃

を
推
薦
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
他
の
案
件
は
、
建
設
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て
が
一
件
、
継
続
と
新
規
の
請

願
各
一
件
で
あ
る
。

　
建
設
工
事
請
負
契
約
の
件
は
林
道
月

沢
線
開
設
に
関
す
る
も
の
で
、
こ
の
工

事
費
が
一
千
四
十
六
万
円
。
地
万
自
治

法
の
規
定
を
受
け
た
町
条
例
（
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
お
よ
び
財
産
の

取
得
等
に
関
す
る
条
例
）
に
よ
り
、
議

会
の
議
決
を
要
す
る
契
約
は
、
予
定
価

格
一
千
万
円
以
上
の
工
事
等
の
請
負
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
議
決
を
求
め
た

も
の
。
こ
れ
は
、
た
だ
ち
に
可
決
さ
れ

た
が
、
提
出
の
際
の
仮
契
約
の
相
手
万

は
吉
楽
土
建
、
工
期
は
＋
二
月
＋
日
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。

”高須小水和小村数小長滋上
”　　　　　久　　　　　谷
“橋藤川落井林山藤林川野村
”

”善寛清達精申義　与福一忠
ll治蔵次一一一一雄亘作松郎雄
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請
願
の
継
続
審
査
分
「
上
野
地
区
消

雪
ペ
イ
プ
設
置
に
つ
い
て
」
は
採
択
、

新
規
の
「
上
野
小
水
泳
プ
ー
ル
建
設
に

関
す
る
請
願
に
つ
い
て
」
は
総
叉
委
員

会
に
付
託
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
。
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農
業
委
員
の

新
し
い
顔
ぶ
れ

　
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
、
新
し

い
任
期
発
生
が
五
日
後
と
い
う
七
月
十

五
日
を
投
票
日
と
し
て
、
七
月
八
日
告

示
、
同
＋
、
一
日
立
候
補
を
締
め
切
っ
た

が
、
候
補
者
は
定
数
と
同
じ
十
四
人
と

な
り
、
結
局
、
投
票
な
し
で
全
員
の
当

選
が
決
ま
っ
た
。

　
当
初
か
ら
の
定
数
超
過
は
な
い
と
い

う
空
気
の
せ
い
か
、
立
候
補
の
状
況
も

八
日
五
人
、
九
日
四
人
、
十
日
二
人
、

＋
一
日
に
三
人
と
、
ま
ば
ら
の
ま
ま
終

始
し
て
、
七
月
十
六
日
に
は
選
管
か
ら

当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
た
。

　
選
挙
に
よ
る
委
員
と
と
も
に
、
農
協

お
よ
ぴ
議
会
の
推
薦
し
た
選
任
委
員
七

人
、
合
計
二
十
一
人
が
、
農
地
利
用
関

係
の
調
整
を
主
に
、
こ
ん
ご
三
年
間
の

農
業
行
政
に
に
ず
さ
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
新
し
い
農
業
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

▲
選
挙
に
よ
る
委
員

高
野
寅
五
郎
（
再
）
室
島
　
六
十
歳

星
名
善
次
郎
（
新
）
沖
立
　
六
＋
歳

力
夫
（
再
）
伊
友
　
三
＋
三
歳

猪
作
（
〃
）
甲
仙
田
六
十
六
歳

太
郎
（
新
）
野
口

幸
平
（
再
）
寺
尾

茂
雄
（
〃
）
霜
条

藤
策
（
〃
）
仁
田

英
一
（
〃
）
原
田

熊
雄
（
新
）
岩
瀬

五
＋
七
歳

六
＋
五
歳

六
＋
二
歳

四
＋
一
歳

五
＋
五
歳

四
＋
九
歳

源
（
〃
）
大
白
倉
四
十
二
歳

謙
治
（
再
）
元
町

誉
夫
（
新
）
上
野

謙
作
（
再
）
新
町

五
＋
六
歳

五
＋
二
歳

五
＋
三
歳

▲
農
協
推
薦
委
員

平
野
　
栄
二
（
再
）
千
手
　
六
＋
五
歳

清
水
　
儀
七
（
〃
）
川
西
　
五
十
八
歳

▲
議
会
推
薦
委
員

根
津
　
正
三
（
再
）
上
野

和
久
井
精
一
（
〃
）
木
落

高
津
　
　
正
（
〃
）
塩
辛

田
口
悌
治
（
〃
）
木
落

斉
木
定
太
郎
（
新
）
小
脇

五
＋
四
歳

五
＋
九
歳

四
＋
五
歳

六
＋
二
歳

五
＋
一
歳

雁
」
崇
雛

重
点
目
標
は
「
歩
い
て
自
然
に
親

し
む
」
こ
と
。
情
操
を
高
め
、
健

康
を
養
い
、
自
然
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
な
ど
が
目
的
で
す

が
、
町
の
景
勝
地
を
、
ル
！
ト
を

追
っ
て
歩
き
な
が
ら
、
観
光
川
西

に
思
い
を
は
せ
て
み
る
の
も
望
ま

し
い
現
実
で
し
ょ
う
。

欝
↓
組
脚
懸

④
蛎
議
弧
ガ
毒
騨

る
と
、
あ
れ
も
ま
だ
、
こ
れ
も
残

っ
て
い
る
な
ど
と
、
両
親
や
兄
姉

た
ち
が
動
員
さ
れ
て
宿
題
の
手
伝

い
を
や
っ
て
い
る
風
景
が
み
ら
れ

ま
す
。
せ
め
て
、
夏
休
み
は
あ
と

一
週
間
で
終
わ
り
と
い
う
こ
ろ
に

は
学
習
帳
や
図
工
な
ど
の
目
標
を

あ
ら
か
た
終
え
る
く
ら
い
の
指
導

で
体
調
、
精
神
と
も
安
定
し
た
状

態
で
二
学
期
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
や
つ
て
く
だ
さ
い
。

㊧
甥
離
望
議
穀
観

短
め
に
着
こ
ん
で
、
せ
い
ぜ
い
そ

の
美
し
さ
を
引
き
立
た
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
し
か
し
、
か
か
と
が

堅
く
な
っ
て
、
ぴ
ぴ
割
れ
し
た
あ

と
に
よ
ご
れ
が
見
え
て
は
興
ざ
め

で
す
か
ら
、
ふ
ろ
に
は
い
っ
た
と

き
軽
石
を
使
っ
て
柔
ら
か
く
し
、

顔
に
つ
け
る
ク
リ
ー
ム
を
た
ま
に

は
足
に
も
分
け
て
や
る
な
ら
申
し

分
な
い
で
し
ょ
う
。
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〈
と
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
〉

　
。
届
出
順
に
掲
載
し
た
。
。
か
っ
乙

の
中
は
年
齢
（
＋
日
現
在
）
。
現
住
所

職
業
の
順
で
あ
る
。
。
．
㊥
は
前
歴
饒
）
は

現
在
の
公
職
。
。
敬
称
略
。

中
村
金
作
現（

五
＋

歳
、
坪

山
、
農

業
）
爾
農
地

委
員
、

千
手
小

中
各
P

T
A
会
長
、
公
民
舘
運
審
委
員
、
㊧
議

会
産
経
委
員
長
、
千
手
農
協
理
事
、
総

合
開
発
計
画
審
議
会
産
業
委
員
長
。

〔
抱
負
〕
米
価
の
す
え
置
き
や
自
主
流

通
米
制
度
等
農
家
の
一
大
岐
路
に
立
つ

時
、
七
9
％
近
い
農
民
を
も
つ
川
西
町

と
し
て
も
農
政
の
再
検
討
を
せ
ま
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
べ
き
、

目
下
策
定
中
の
総
合
開
発
計
画
の
内
容

を
十
分
検
討
し
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
全
精
力
を
傾
け
て
平
和
で
明
る

く
豊
か
な
町
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
市
川
富
二
現

（
五
＋
八
歳
、
甲
屋
敷
、
理
容
業
）

箭
議
会
総
交
委
員
長
、
同
産
経
副
委
員

長
、
郡
市
理
容
師
会
長
、
＾
饒
総
合
開
発

計
画
審
議
会
厚
生
委
員
長
。

〔
抱
負
〕
①
町
道
の
整
備
と
舗
装
の
早

期
実
施
。
こ
れ
は
、
交
通
事
故
の
防
止

や
児
童
、
生
徒
の
通
学
の
便
を
図
る
う

雛

灘

え
か
ら

も
急
務

で
あ
る

②
町
に

雪
害
対

策
特
別

委
員
会

を
設
置

し
て
、
雪
の
対
策
に
根
本
か
ら
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。
③
学
校
統
合
に
よ
る

教
育
内
容
の
充
実
、
特
に
中
学
校
の
早

期
統
合
に
力
を
入
れ
る
。

桐
生
昌
平
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
歳
、

大
白
倉

農
業
）

㊥
仙
田

村
議
会

議
員
、

㊧白

倉

小
・
中
P
T
A
会
長
、
郡
市
へ
き
地
教

育
振
興
会
理
事
。

〔
抱
負
〕
均
衡
と
調
和
の
と
れ
た
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
に
五
か
年
計
画
が
立
案

さ
れ
、
着
々
と
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す

し
か
し
成
長
の
陰
の
ひ
ず
み
と
い
う
こ

と
も
否
定
で
き
な
い
点
で
あ
り
、
そ
の

意
味
か
ら
産
業
、
道
路
、
教
育
、
医
療

等
々
、
多
万
面
に
わ
た
る
へ
き
地
振
興

を
推
進
し
て
、
陸
の
孤
島
の
名
を
解
消

す
る
こ
と
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

登
坂
敬
恒
現

　
（
四
＋
九
歳
、
赤
谷
、
農
業
）

⑰赤

谷
区
長
、
赤
岩
P
T
A
会
長
、

仙
田
中
P
T
A
副
会
長
、
倫
鰐
消
防
団
副

団
長
、
土
地
改
良
区
理
事
。

〔
抱
負
〕
①
国
県
道
の
整
備
促
進
と
冬

期
交
通
の
確
保
、
②
学
校
教
育
の
機
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
均
等
と

　
　
　
　
懸
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
き
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
興
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
産
基

　
　
　
購
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤
の
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
と
改

良
。
④
豪
雪
へ
き
地
に
適
合
し
た
第
二

次
産
業
の
導
入
。
⑤
保
健
医
療
機
関
の

整
備
と
老
人
・
児
童
福
祉
の
充
実
。
⑥

消
防
施
設
の
充
実
。
以
上
を
主
眼
に
、

豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
め
る

水
品
正
一
郎
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
＋

六
歳
、

三
領
、

農
業
）

㊥農

業

委
員
、

消
防
団

第
二
分

団
長
、
三
領
総
代
、
瞬
藪
育
委
員
、
川

西
農
協
理
事
、
基
盤
整
備
事
業
推
進
協

議
会
委
員
。

〔
抱
負
〕
①
山
間
単
作
地
帯
の
所
得
向

上
に
結
ぴ
つ
く
産
業
発
展
に
努
力
す
る

②
土
木
建
設
に
力
を
注
ぎ
、
無
雪
道
路

の
確
保
に
努
め
る
。
③
学
校
統
合
を
促

進
し
て
施
設
設
備
の
充
実
を
図
り
、
優

秀
な
子
弟
を
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
の
整
備
を
図
る
。
④
住
民
の
意
思
を
，

行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
役
場
、
住
民

間
の
か
け
橋
に
な
る
よ
う
努
力
す
る
。

田
中
与

三
郎
現

　
　
　
　
　
（
六
＋

二
歳
、

山
野
田

団
体
役

員
）
㊥
議
会

副
議
長

同
総
叉
、
土
木
各
委
員
長
、
教
育
委
員

会
副
委
員
長
。
倫
切
運
転
者
協
会
副
会
長

兼
川
西
支
部
長
、
勤
労
協
会
長
、
青
少

年
育
成
県
民
会
議
理
事
。

〔
抱
負
〕
総
合
開
発
計
画
の
推
進
、
青

少
年
の
偉
全
育
成
と
交
通
安
全
対
策
、

社
会
教
育
の
充
実
、
公
民
舘
の
建
設
、

土
木
厚
生
、
健
康
諸
施
策
の
急
速
な
充

実
と
水
道
完
備
、
税
の
公
平
化
と
勤
労

者
減
税
。
＋
旧
町
市
と
の
合
併
が
双
万

と
も
懸
案
と
な
っ
て
進
展
必
至
。
い
ず

れ
も
町
民
の
意
思
を
尊
重
し
て
真
剣
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
橋
弥
太
郎
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪

攻
隊
勤
務
、
仙
田
農
協
職
員
（
当
時
農

業
会
）
、
仙
田
村
役
場
職
員
、
翻
高
倉

区
長
、
農
業
共
済
評
価
員
、
錦
鯉
組
合

役
員
、
高
倉
分
校
P
T
A
会
長
。

〔
抱
負
〕
①
町
が
あ
っ
て
町
民
が
あ
る

の
で
は
な
く
、
町
民
が
あ
つ
て
町
が
あ

り
政
治
が
あ
る
の
だ
と
い
う
信
念
に
徹

し
各
位
の
人
格
と
ご
意
見
を
尊
重
し
、

議
員
と
し
て
の
本
分
を
全
う
す
る
こ
と

に
全
力
を
傾
注
す
る
。
②
若
さ
と
力
の

続
く
限
り
、
町
政
進
展
の
た
め
が
ん
ぱ

り
ぬ
く
覚
悟
で
あ
る
。

登
坂
　
　
茂
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
歳
、

｝
．
　
　
岩
瀬
、

灘
懲
漫
塁
）

　
　
　
　
鍵

　
　
　
　
会
長

　
　
　
　
　
＋
高
仙

田
分
校
P
T
A
副
会
長
、
㊧
土
地
改
良

区
代
議
員

〔
抱
負
〕
明
る
く
豊
か
な
町
づ
く
り
を

目
標
に
活
気
の
あ
る
町
政
を
行
な
う
た

め
、
若
さ
、
情
熱
、
責
任
感
を
も
っ
て
、

具
体
的
に
は
次
の
点
に
努
力
す
る
。
①

国
道
の
早
期
改
艮
　
②
県
道
各
線
の
改

修
お
よ
び
舗
装
の
促
進
③
教
育
の
振

興
と
通
学
道
路
の
無
雪
確
保
④
医
療

不
安
の
早
期
解
消
　
⑤
ほ
場
整
備
と
へ

き
地
の
土
地
改
艮
。

押
木
二
吉
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
＋

九
歳
、

里
尺
農
業
）

、
㊥
甲
仙

田
小
P

T
A
副

会
長
、

㊨部

落
区
長
、
同
納
税
組
合
長
。

〔
抱
負
〕
①
仙
田
地
区
の
開
発
、
こ
れ

は
、
こ
ん
ご
の
仙
田
の
農
業
を
決
定
づ

け
る
も
の
と
し
て
努
力
す
る
　
②
産
業

の
発
展
と
交
通
に
つ
い
て
、
二
五
二
号

線
は
仙
田
の
大
動
脈
と
し
て
改
良
を
促

進
し
、
そ
の
完
成
後
は
工
場
誘
置
と
出

か
せ
ぎ
の
防
止
に
努
め
る
　
③
学
校
統

合
問
題
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
と
、
冬
期
は
地
形
の
複
雑
性
か

ら
通
学
困
難
な
の
で
、
寄
宿
舎
な
ら
び

に
冬
分
の
設
置
に
努
め
る
。

平
野
圭
　
二
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
歳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
善
寺

蕪

・撫難短

　　　1撫

P
T
A
会
長
、
議
会
産
建
委
員
長

議
会
副
議
長
、
ほ
場
整
備
促
進
委
員
会

委
員
。

〔
抱
負
〕
①
建
設
五
か
年
計
画
の
完
全

実
施
。
特
に
道
路
計
画
と
交
通
安
全
対

策
に
力
を
入
れ
る
　
②
県
営
ほ
場
整
備

事
業
を
甲
心
と
す
る
産
業
基
盤
の
整
備

拡
充
③
人
づ
く
り
と
町
政
の
若
返
9

に
努
め
る
。
こ
れ
は
後
継
者
問
題
も
含

め
＋
、
二
＋
代
の
考
え
を
町
政
に
反
映

さ
せ
て
ゆ
く
。

上
村
忠
雄

、
灘
灘
＝
鑛

農
業
）

㊥
土
地

改
良
区

理
事
、

川
西
甲

　
　
㊧

総
代
、
土
橋
団
地
開
田
組
合
長

打
綿
工
業
組
合
理
事
、
郡
市
打
綿
工
業

　
　
（
以
下
、
四
ぺ
ー
ジ
上
段
へ
）

元（
五
＋

三
歳
、

上
野
、

製
綿
業
）

㊥
合
併

当
時
町

議
、
上

野
部
落

㊥県

」
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組
合
理
事
長
、
上
野
部
落
評
議
員
。

〔
抱
負
〕
①
川
西
町
民
の
約
七
Q
％
を

し
め
る
農
業
経
営
者
は
、
現
在
、
重
大

岐
路
に
直
面
し
て
い
る
の
で
、
総
合
農

政
を
よ
く
消
化
し
て
対
策
を
考
え
て
ゆ

く
。
米
作
一
辺
倒
の
農
業
か
ら
脱
却
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
　
②
全
体
的

に
は
建
設
五
か
年
計
画
と
い
う
柱
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
に
即
応
し
な
が
ら
町
の

発
展
を
図
っ
て
ゆ
く
。

滋
野
　
一
郎
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
歳
、

議員議㊥農野
会、会橘業口
産町議村）、

経
委
員
長
、
国
保
運
営
協
議
会
委
員
。

〔
抱
負
〕
合
併
後
＋
余
年
を
経
過
し
一

見
平
和
で
発
展
途
上
に
あ
る
か
に
見
受

け
ら
れ
る
が
、
　
一
万
一
千
の
町
民
に
は

大
き
な
不
安
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
乙
で
、
①
稲
作
対
策
を
町
政
の
中
で

ど
の
よ
う
に
消
化
し
て
い
く
か
を
施
策

上
の
一
大
課
題
と
し
て
取
り
あ
げ
、
②

道
路
網
の
早
期
整
備
・
無
雪
化
と
舗
装

の
促
進
。
こ
れ
ら
を
m
心
に
、

町
政
に
参
画
い
た
し
ま
す
。

長
谷
川
福
松

四
年
間

元（
六
＋

歳
、
赤

谷
、
新

聞
販
売

業
）

箭議会

厚
生
委

員
長
、

町
商
工
会
理
事
㊧
仙
田
商
工
会
長
、

仙
田
地
区
開
発
促
進
委
員
、
町
観
光
協

会
理
事
。

〔
抱
負
〕
①
道
路
整
備
の
促
進
　
②
産

業
の
振
興
③
甲
小
企
業
の
振
興
④

観
光
資
源
の
開
発
　
⑤
へ
き
地
開
発
振

興
計
画
の
確
立
と
促
進
　
⑥
充
実
し
た

教
育
の
施
設
設
備
が
ゆ
き
と
ど
い
た
、

明
る
く
住
み
ょ
い
郷
土
の
建
設
。
以
上

の
ほ
か
、
出
か
せ
ぎ
対
策
に
つ
い
て
も

強
力
に
推
進
す
る
。

小
林
与
作
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
歳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
仙
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
仙
田

　
　
　
　
　
　
　
　
藝
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
農
地

委
員
、
仙
田
農
協
代
表
監
事
　
㊧
議
会

総
叉
委
員
長
、
総
合
開
発
計
画
審
議
会

総
合
委
員
長
、
郡
市
へ
き
地
教
育
振
興

会
副
会
長
、
仙
田
地
区
自
治
振
興
会
長

〔
抱
負
〕
①
国
県
道
の
改
艮
な
ら
び
に

舗
装
の
促
進
に
努
力
す
る
　
②
国
県
に

対
し
雪
害
施
策
を
強
く
要
求
し
、
冬
期

の
交
通
確
保
に
対
処
す
る
　
③
町
道
、

農
道
の
整
備
に
よ
る
農
業
の
省
力
化
、

機
械
化
を
す
す
め
る
④
学
校
統
合
を

通
学
条
件
と
マ
ッ
チ
さ
せ
て
考
え
る
。

　
数
藤
　
　
亘
　
新

（
五
十
八
歳
、
沖
立
、
無
職
）

心
脚
国
鉄
職
員
、
沖
立
部
落
総
代

〔
抱
負
〕
①
一
年
生
ら
し
く
希
望
を
持

ち
、
張
り
切
っ
て
町
政
に
参
画
し
、
古

参
諸
氏
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
町
民
の

み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
議

員
に
な
り
た
い
　
②
公
僕
と
し
て
、
い

難

華

灘
難
轄

つ
で
も

ど
こ
で

で
も
話

し
か
け

て
い
た

だ
い
て

み
な
さ

ん
の
要

望
や
ら
意
思
を
町
政
に
反
映
さ
せ
て
ゆ

き
た
い
。
③
し
た
が
っ
て
、
町
政
が
住
』

民
の
意
思
と
は
異
な
る
万
向
へ
向
か
う

よ
う
で
あ
れ
ぱ
、
そ
れ
を
是
正
す
る
た

め
積
極
的
な
議
会
行
動
を
行
な
う
。

　
村
山
義
雄
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
、
伊

　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
友
、
農

鞭
織
灘
難
遡
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
、
同

農
家
組
合
長
、
㊨
土
地
改
艮
区
代
表
監

事
。〔
抱
負
〕
五
か
年
計
画
を
基
礎
に
、
関

係
者
の
で
き
得
る
限
り
の
ご
納
得
の
う

え
で
、
企
画
ど
お
り
事
業
を
遂
行
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
県
営

か
ん
排
・
同
ほ
場
整
備
事
業
に
お
い
て

は
、
受
益
者
の
理
解
を
第
一
に
し
て
進

め
た
い
と
考
え
ま
す
。
老
人
・
児
童
問

題
に
し
て
も
、
財
政
状
況
と
に
ら
み
合

わ
せ
て
対
策
を
進
め
、
明
る
く
住
み
ょ

い
町
づ
く
り
の
た
め
努
力
い
た
し
ま
す

　
小
林
申
　
一
　
現

（
四
＋
八
歳
、
木
島
、
製
め
ん
業
）

箭
）
川
西
甲
P
T
A
会
長
、
町
商
工
会
理

事
醜
）
議
会
総
文
副
委
員
長
、
町
P
T

A
連
絡
協
議
会
長
、
社
会
教
育
委
員
、

商
工
会
副
会
長
。

〔
抱
負
〕
川
西
町
建
設
五
か
年
計
画
を

柱
と
し

て
、
寿

こ
次
の

塾
彦
目

を
重
点

に
努
力

し
た
い

①
道
路

網
整
備
の
早
期
実
現
　
②
商
工
業
の
振

興
と
観
光
事
業
の
推
進
　
③
消
防
施
設

設
備
の
完
備
　
④
農
業
基
盤
整
備
事
業

の
促
進
　
⑤
学
校
教
育
施
設
設
備
の
整

備
拡
充
。和
久
井
精
一
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
＋

木九
落歳
、　　　、

㊨
郡
議

長
会
長

町
議
会

総
叉
、

財
厚
、
産
経
各
委
員
長
、
＋
実
高
P
T

A
副
会
長
　
㊨
議
会
議
長
、
総
合
開
発

計
画
審
議
会
長
、
農
業
共
済
評
価
会
長

〔
抱
負
〕
町
将
釆
の
繁
栄
を
目
途
に
、

総
合
開
発
計
画
の
実
施
に
万
全
を
期
し

た
い
。
特
に
雪
害
対
策
、
道
路
の
整
備

過
疎
対
策
、
■
学
校
統
合
、
ほ
場
整
備
、

広
域
行
政
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
常
に
日
の
当
た
ら
な
い
境
遇
に

あ
る
不
幸
な
か
た
が
た
に
対
し
、
福
祉
．

施
策
の
強
化
を
図
っ
て
ゆ
き
た
い
。

水
落
達
　
一
　
現

（
五
十
一
歳
、
仁
田
、
農
業
）

㊨農業委員、

橘
土
地
改
艮
区
監
事
、

㊥
川
西
農
協
理
事
．

〔
抱
負
〕
①
県
営
か
ん
排
お
よ
び
同
ほ

場
整
備
事
業
の
実
現
に
力
を
入
れ
る
。

②
道
路
交
通
網
の
整
備
と
雪
中
交
通
の

確
保
に
努
め
る
　
③
学
校
施
設
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
充
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
る
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
の
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
を
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
想
。
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
及
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
と
診

療
所
施
設
の
整
備
充
実
を
図
る
　
⑤
時

代
の
要
請
と
し
て
、
老
人
や
子
ど
も
の

た
め
の
施
設
充
実
、
お
よ
ぴ
交
通
安
全

対
策
を
推
進
す
る
。

小
川
清
次
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
＋

薙

　
　
四
歳
、

　
　
下
平
新

　
　
田
、
木

　
　
材
業
）

噸　
　
㊥
診
療

　
　
所
運
営

　
　
委
員
、

商
工
会
副
会
長
、
町
建
築
労
務
者
組
合

長
、
㊧
軍
恩
連
中
魚
連
合
支
部
長
、
郡

市
木
材
組
合
理
事
、
町
商
工
会
理
事
、

剣
友
会
副
会
長
。

〔
抱
負
〕
①
町
内
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
ほ

場
整
備
の
早
期
実
現
に
努
力
す
る
　
②

町
内
全
般
に
わ
た
る
町
道
の
整
備
お
よ

び
改
修
に
尽
力
す
る
　
③
教
育
の
機
会

均
等
を
図
る
た
め
、
中
学
校
の
早
期
統

合
を
推
進
す
る
　
④
犯
罪
お
よ
ぴ
交
通

事
故
防
止
の
た
め
に
、
特
に
青
少
年
の

指
導
、
教
育
を
重
視
し
て
ゆ
く
。

須
藤
寛
蔵
　
新

（
五
十
六
歳
、
下
原
、
農
業
）

藤

　
　
　
㊥
橘
村

　
　
　
議
会
議

　
　
　
長
、
橘

讐
簸
農
協
専

　
　
　
務
理
事

　
　
　
町
民
生

　
　
　
委
員
副

　
　
　
総
務
、

（
睨
川
西
農
協
理
事
、
下
原
区
長
。

〔
抱
負
〕
①
道
路
の
整
備
と
冬
期
の
交

通
確
保
　
②
農
業
の
基
盤
整
備
と
機
械

化
の
促
進
　
③
学
校
統
合
の
前
提
条
件

の
解
決
と
実
質
統
合
④
保
育
所
の
完

全
な
町
立
経
営
　
⑤
老
人
お
よ
び
身
障

者
福
祉
の
増
進
　
⑥
社
会
教
育
の
振
興

と
人
間
性
の
育
成
⑦
農
協
合
併
の
促

進
、
⑧
町
議
会
の
品
位
の
向
上
、
⑨
政

治
力
の
結
集
に
よ
る
町
外
貨
の
吸
収
、

⑩
工
場
誘
致
に
よ
る
職
場
の
拡
大
。

高
橋
善
治
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
歳
、

　
　
室
島
、

懲
農
業
）

』
』
㊥
仙
田

　
　
村
議
会

　
　
議
員
、

　
　
区
長
。

〔
抱
負
〕
①
根
津
町
政
の
基
本
目
標
で

あ
る
「
豊
か
な
生
活
と
明
る
い
町
づ
く

り
」
に
全
面
的
に
協
力
す
る
　
②
町
長

役
場
職
員
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
町

将
釆
の
青
写
真
を
描
き
出
す
よ
う
推
進

し
て
ゆ
く
③
義
務
教
育
費
の
父
兄
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
国
庫
負
担
の
増

額
を
働
き
か
け
て
ゆ
く
、
④
児
童
生
徒

数
の
推
移
に
応
じ
た
教
育
態
勢
の
確
立

に
努
め
る
　
⑤
産
業
、
特
に
農
業
の
発

展
に
力
を
入
れ
る
　
⑥
出
か
せ
ぎ
と
出

機
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。

〆
り
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八
月
は
“
道
路
を
守
る
月
間
”

　
　
　
　
　
　
〈
推
進
標
語
〉

●
正
し
く
使
お
う
み
ん
な
の
道
路

●
き
れ
い
な
道
路
に
正
し
い
マ
ナ
ー

●
美
し
い
道
路
は
ぼ
く
ら
の
誇
り

　
八
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一

か
月
間
は
、
〃
道
路
を
守
る
月
間
4
で

す
。
だ
れ
も
が
、
道
路
を
正
し
く
使
用

し
、
か
わ
い
が
っ
て
や
る
こ
と
に
よ
り

道
路
が
常
に
、
広
く
、
美
し
く
、
安
全

で
あ
る
よ
う
、
管
理
す
る
心
が
け
を
も

ち
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
月
間
で
は
、
特
に
次
の
よ
う
な

事
項
に
つ
い
て
呼
ぴ
か
け
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
ぜ
ひ
ご

協
力
を
わ
願
い
し
ま
す
。

　
環
境
の
整
備

①
交
通
安
全
施
設
の
整
備

　
　
道
路
標
識
、
防
護
さ
く
、
道
路
照

　
明
、
横
断
歩
道
等
の
設
置
と
改
善
。

②
清
掃

　
　
路
面
、
側
こ
う
、
の
り
づ
ら
お
よ

　
ぴ
路
肩
の
清
掃

健
康
管
理
室
に
有
線

　
千
手
診
療
所
内
に
あ
る
健
康
管

理
室
に
、
こ
の
ほ
ど
千
手
農
協
の

有
線
放
送
電
話
が
は
い
り
ま
し
た

番
号
は
五
五
〇
三
で
す
。

　
古
屋
を
こ
わ
し
て
危
険
物
捨
て

場
で
処
理
さ
れ
る
か
た
は
、
二
、

三
日
前
に
健
康
管
理
室
へ
連
絡
を

③
　
掘
り
起
こ
し
た
場
所
の
点
検

　
　
地
下
占
用
工
事
な
ど
に
よ
る
道
路

　
の
掘
り
か
え
し
の
状
況
、
復
旧
の
状

　
況
等
を
よ
く
調
べ
て
、
交
通
の
円
滑

　
化
と
．
．
ハ
全
を
図
る
。

　
正
し
い
利
用

①
道
路
を
自
動
車
や
自
転
車
と
か
商

　
品
、
資
材
等
の
置
き
場
、
ま
た
は
作

　
業
場
と
し
て
使
用
し
な
い
。

②
　
沿
道
の
家
庭
か
ら
の
排
水
等
に
よ

　
っ
て
、
側
こ
う
や
路
面
を
痛
め
な
い

　
よ
う
に
す
る
。

③
道
路
に
突
き
出
て
い
る
木
や
竹
の

　
類
は
、
交
通
に
支
障
が
あ
る
の
で
切

　
除
し
て
ほ
し
い
。

④
土
砂
、
タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
、
紙

　
く
ず
、
ご
み
等
を
道
路
に
捨
て
な
い

⑤
　
道
路
を
不
法
占
用
し
て
い
る
物
件

　
が
あ
れ
ぱ
と
り
除
き
、
占
用
手
続
き

　
が
必
要
な
も
の
は
、
た
だ
ち
に
手
続

　
き
を
と
っ
て
い
た
だ
く
。

⑥
　
歩
行
者
の
正
し
い
道
路
の
使
い
万

　
に
注
意
す
る
。

　
愛
護
思
想
の
普
及

　
道
路
は
あ
な
た
の
も
の
で
す
。
町
内

の
道
路
が
い
つ
も
安
全
で
、
広
く
使
う

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
美
し
く
あ
る

よ
う
に
、
身
近
な
み
な
さ
ん
が
見
守
っ

て
や
っ
C
く
だ
さ
い
。

　
簡
単
な
手
入
れ
は
み
な
さ
ん
の
手
で

そ
の
ほ
か
は
、
　
旭
当
な
措
置
が
と
れ
る

よ
う
早
め
に
補
修
員
か
役
場
土
木
課
八

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
証
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
交
　
付

児
童
扶
養
手
当
の
証
書
も

　
福
祉
年
金
の
受
給
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
へ
証
書
の
保
管
証
と
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
，
児
童
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
証
書
も
わ
渡
し
し
ま
す
か
ら
、
同
様

に
保
管
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ご
紹
介
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
渡
辺
満
麿
さ
ん
、
小
海
大
成

さ
ん
の
両
保
護
司
が
、
六
月
十
九
日
新

潟
市
の
県
民
会
舘
で
開
か
れ
た
保
護
司

関
東
大
会
で
、
永
年
勤
続
保
護
司
と
し

て
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
お
預
か
り
し
て
い
る
証
書
を
次
の
日

程
で
お
返
し
し
ま
す
。

◎
期
日
と
時
間
：
：
九
月
六
日
、
午

　
　
前
八
時
半
か
ら
＋
二
時
ま
で
。

◎
場
所

　
・
千
手
地
区
は
役
場

　
・
上
野
地
区
は
農
業
セ
ン
タ
ー

　
・
橘
と
白
倉
地
区
は
橘
出
張
所

　
・
仙
田
地
区
は
仙
田
出
張
所

善
意
の
告
知
版

6
ん
か
ら
、
や
は
り
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
あ
て
て
、
故
人
の
遺
志
に
よ
り
社

会
福
祉
に
役
だ
て
て
ほ
し
い
と
一
万
五

千
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
関
係

の
表
彰
ふ
た
つ

　
さ
る
八
日
、
＋
日
町
小
で
開
か
れ
た

第
＋
八
回
郡
市
社
会
福
祉
大
会
の
席
上

樋
ロ
ミ
イ
さ
ん
（
甲
仙
田
）
、
岡
島
リ

ヨ
さ
ん
（
大
白
倉
）
、
富
田
イ
シ
さ
ん

（
中
屋
敷
）
の
三
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
し
刃
れ
も
母
子
家
庭
の
困
難
を
克

服
し
て
お
子
さ
ん
を
り
っ
ぱ
に
成
長
さ

せ
た
乙
と
や
、
母
子
福
祉
活
動
に
対
す

る
貢
献
が
認
め
ら
れ
て
の
表
彰
で
す
。

灘
六
月
三
十
日
に
な
く
な
っ
た
野
口

の
野
沢
秀
保
さ
ん
の
ご
遺
族
野
沢
秀
一

さ
ん
か
ら
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ

て
て
三
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

故
人
は
、
農
業
委
員
を
は
じ
め
多
数
の

公
職
を
歴
任
し
、
町
社
協
で
は
監
事
と
、

し
て
、
多
年
社
会
福
祉
の
た
め
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

繋
七
月
＋
七
日
に
な
く
な
っ
た
沖
立

の
保
坂
ミ
セ
さ
ん
の
ご
遺
族
保
坂
次
夫

1
町
の
事
業
！

入
札
の
も
よ
う

建▽土▽円②▽羽▽
材三建山　丸岩鳥上業①
’領’手　山瀬建野者は
③線③線　工部設西　施
＋舗二改　務落’浦③工
五装百修　所内③線はか
万　四　　　’線五改請所
四①＋①　③舗＋修負
千三一元　三装八　金②
円領万町　＋　万①額は
　’八’　六①円上　請
　②千②　万岩　野　負
　川円吉　二瀬　

’

　西　楽　千’　②

　
橘
刀
・
甲
学
校
と
仙
田
小
の
高

倉
分
校
に
プ
ー
ル
が
で
き
ま
し
た

　
橘
の
は
県
下
で
も
類
の
な
い
鋼

板
プ
ー
ル
（
総
事
業
費
一
千
九
十

五
万
四
千
円
）
。
高
倉
の
万
は
、

乙
れ
は
ま
た
山
の
分
校
ら
し
く
ビ

ニ
ー
ル
簡
易
プ
ー
ル
で
約
＋

　
プ
ー
ル
ぴ
ら
き
は
橘
が
先
月
二

十
六
日
（
写
真
上
）
　
高
倉
は
こ

れ
よ
り
三
日
早
い
二
十
三
日
（
写

真
下
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
メ

ー
ト
ル
と
＋
五
メ
i
ト
ル
の
プ
ー

ル
で
、
シ
ー
ズ
ン
た
け
な
わ
を
思

　
　
わ
せ
る
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
ま

五
万
円
と
い
う
工
費
で
し
た

　
い
ず
れ
も
地
元
か
ら
た

そ
う
な
お
ほ
ね
お
り
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
高
倉
の
場
合

分
校
改
築
＋
周
年
記
念
事
業

で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、

か
っ
て
の
分
校
主
任
、
現
上
郷
小

出
浦
分
校
の
長
谷
川
正
已
先
生
が

ビ
ニ
ー
ル
水
槽
を
寄
贈
し
た
ほ
か

用
材
も
寄
付
、
工
事
は
地
元
の
労

力
奉
仕
に
よ
り
ま
し
た
。

広報プ忽

才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

し
た
。
橘
で
は
長
岡
大
手
高

校
の
四
人
の
水
泳
部
員
が
模

範
演
技
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
二
葉
の
写
真
か
ら
、

待
望
の
プ
ー
ル
が
で
き
あ
が

っ
た
地
元
の
み
な
さ
ん
の
喜

び
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
か

そ
の
表
情
を
ご
想
豫
に
な
っ
て
み

て
く
だ
さ

　
と
も
カ
く
　
こ
れ
で
学
校
プ
ー

ル
は
み
っ
つ
を
数
え
、
施
設
は
歩

一
歩
と
充
実
し
て
い
ま
す
。
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で
も
い
う
よ
う
な
、

ね
た
組
織
が
で
き
る
の
は
す
ば
ら
し
い

こ
と
だ
か
ら
で
す
。

　
ご
希
望
の
か
た
は
、
次
の
要
領
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
教
委
・
社
会
教
育
課
）

①
参
加
で
き
る
人

　
東
京
周
辺
を
甲
心
に
し
た
新
潟
県
以

外
の
出
身
者
で
、
現
に
町
内
に
住
ん
で

い
る
婦
人
。
た
だ
し
、
北
海
道
や
長
崎

出
身
の
か
た
で
あ
っ
て
も
大
歓
迎
で
す

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

②
申
し
込
み
の
万
法

　
郵
便
ま
た
は
電
話
で
、
役
場
内
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
あ
て
九
月
＋
日
ま

で
に
。
部
落
（
町
内
）
名
、
世
帯
主
と

あ
な
た
の
氏
名
、
出
身
県
名
、
実
家
の

住
所
を
お
知
ら
せ
ね
が
い
ま
す
。

③
目
下
の
計
画

　
わ
た
し
は
東
京
都
内

に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た

縁
あ
っ
て
こ
の
町
に
と

つ
ぎ
ま
し
た
が
、
乙
の

ご
ろ
、
で
き
る
こ
と
な

ら
東
京
周
辺
の
出
身
者

同
志
が
集
ま
っ
て
グ
ル

ー
プ
を
作
り
、
と
も
に

語
り
、
い
っ
し
ょ
に
学

ん
で
い
き
に
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

共
鳴
し
て
く
れ
る
人
も

か
な
り
い
ま
す
。
広
報

で
全
町
に
呼
び
か
け
て

も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

カ
　
　
ロ
　
　
　

　
あ
る
若
い
奥
さ
ん
か

ら
こ
ん
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
お
手
伝
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
な
ん
と
な
れ
ば
、
川
、

西
町
の
婦
人
東
京
会
と

　
　
懇
親
と
学
習
を
兼

　
秋
ま
で
に
出
身
地
別
の
名
簿
を
作
っ

て
配
布
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
取
り
入

れ
の
終
わ
っ
た
こ
ろ
初
会
合
を
開
き
、

今
後
の
万
針
な
ど
を
決
め
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　
誘
い
合
わ
せ
て
、
ど
う
ぞ
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
る
よ
う
に
。

思
わ
ぬ
災
難
に
備
え

傷
害
特
約
付

　
　
　
簡
易
保
険
を

　
交
通
事
故
や
思
わ
ぬ
災
難
で
死
亡
し

た
り
、
傷
つ
い
た
り
し
て
い
る
人
が
ふ

え
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
簡
易
保
険
で

九
月
一
日
か
ら
「
傷
害
特
約
」
を
取
り

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
傷
害
特
約
は
、
簡
易
保
険
の
全

部
の
種
類
に
セ
ッ
ト
し
て
あ
る
の
で
、

手
軽
に
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　
保
険
金
と
保
険
期
間
は
、
も
と
に
な

る
保
険
と
同
じ
で
、
掛
金
は
、
年
齢
・

職
業
に
関
係
な
く
、
保
険
金
百
万
円
に

つ
き
月
額
二
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
険
金
は
、
事
故
で
死
亡
し
た
り
、

身
体
障
害
に
な
っ
た
り
、

入
院
し
た
と
き
な
ど
に
支
払
わ
れ
ま
す

高
橋
幸
枝

高
橋
隆
三

甲
西
芳
幸

水
落
ま
ゆ
み

春
日
孝
夫

星
名
千
春

樋
口
康
子

谷
井
さ
お
り

斎
木
美
津
子

富高高茂
井橋橋野

智教享昌
子子佐弘

江
口
留
美
子

入
澤
健
一

高
橋
　
剛

小
幡
ル
リ
子

星
名
宏
枝

小
林
　
章

江
口
俊
博

進満文忠春勇好勇雄政一茂晴昇幸武洋行
一・　夫義夫　一司一治二　夫　夫博一雄

長二長二二長長三長二長二三長
女女女男男女女女女男女男男女

小上上中藤木中上木仁原高上室
白　　　屋　　　央　　　　　原
倉野町敷沢島町野島田田田町島

長
男
永
久
公
舎

女女；男

桂
太
郎
二
男

保
　
長
男

ノ」、元霜仁室
白

倉町条田島

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
療
2
め
（
◎
新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

危
険
が
い
っ
ぱ
い
の
現
代
の
備
え
と
（
◎
新
郎

し
て
、
傷
害
特
約
付
簡
易
保
険
を
お
勧
　
◎
新
婦

め
し
ま
す
。

（
郵
便
局
か
ら
）

う
ぷ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

上
村
利
宏

小
幡
　
一
久

高
橋
章
郎

貞
二
久
夫
武
已

長
男
下
平
新
田

長
男
木
落

長
男
坪
山

　
　
　
　
佐
藤
　
渉
中
島
町

　
　
　
　
柳
澤
ア
ヤ
子
　
中
島
町
か
ら

　
　
　
　
高
橋
　
　
榮
　
大
白
倉

　
　
　
　
甲
條
敏
子
　
埼
　
玉
か
ら

　
　
　
　
甲
島
　
喜
一
　
発
電
所
通
り

　
　
　
　
阿
部
　
ミ
ツ
　
五
　
泉
か
ら

　
　
　
　
高
橋
保
夫
伊
友

　
　
　
　
増
田
　
君
代
　
十
日
町
か
ら

　
　
　
　
中
村
　
一
成
　
大
白
倉

　
　
　
　
渡
邊
ア
サ
子
　
群
　
馬
か
ら

昇
天
ー
こ
め
い
福
を
祈
る

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

／」、清太名登

林水田塚坂

チ定時
ユ吉夫修章

高
橋
喜
平
治

佐
藤
峯
作

亀
く
（
！
7
タ
タ
～
多
う
～
～
～
㌔
」
4
㍉
ノ
【
7
妻
》
『
～
タ
3
タ
7
タ
～
～

　
　
千
手
診
療
所
長

　
　
　
　
川
崎
信
夫

　
最
近
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
ひ
ん

ぱ
ん
に
見
受
け
る
「
農
夫
症
」
と
い

う
の
は
、
数
年
、
数
十
年
と
農
作
業

に
従
事
し
て
い
る
か
た
が
、
こ
れ
と

い
っ
た
原
因
も
見
当
た
ら
な
い
の
に

頭
痛
、
腰
痛
や
手
足
の
痛
み
、
不
眠

肩
こ
り
な
ど
の
症
状
を
訴
え
る
こ
と

を
さ
し
て
い
る
の
は
ご
存
じ
の
と
お

り
で
す
。

　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が
で
て

く
る
の
か
と
い
う
と
、
栄
養
の
か
た

よ
り
、
不
衛
生
も
原
因
の
一
部
で
す

が
、
や
は
り
過
労
が
大
き
な
ウ
ェ
ー

ト
を
し
め
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
こ

の
農
夫
症
は
、
農
村
の
労
働
力
が
移

行
し
、
い
わ
ゆ
る
三
ち
ゃ
ん
農
業
へ

の
推
移
と
同
時
に
「
農
婦
症
」
に
変

わ
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
過
労
と
い
う
の
は
、
文
字
ど
お
り

の
働
き
過
ぎ
、
人
間
の
か
ら
だ
に
幾

と
お
り
と
な
く
あ
る
筋
肉
の
中
の
、

特
定
の
も
の
だ
け
を
使
う
こ
と
に
よ

る
疲
労
の
重
な
り
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
な
お
す
に

は
単
に
休
養
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

労
働
に
よ
っ
て
は
使
う
こ
と
の
な
い

筋
肉
を
柔
ら
か
に
動
か
し
、
筋
肉
全

体
を
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
昔
の
人
の
生
活
の
知
恵

が
い
か
に
大
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か

に
思
い
あ
た
り
ま
す
。

・
な
ぜ
な
ら
、
田
植
え
前
後
の
過
労

の
時
期
が
過
ぎ
、
お
盆
と
も
な
れ
ぱ

ご
ち
そ
う
（
栄
養
）
を
と
り
、
夜
は

み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
楽
し
い
盆
踊

り
で
過
ご
す
と
り
つ
、
い
わ
ば
心
身

を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
柔
軟
体
操
を

行
な
う
こ
と
に
な
り
、
お
盆
と
い
う

の
は
こ
の
う
え
な
い
リ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
と
れ
秋
の
重
労
働
を
前
に
し
て
、

農
村
の
感
覚
が
た
く
ま
ず
に
つ
く
り

だ
し
た
生
活
術
で
あ
る
と
思
う
の
で

す
。
さ
あ
、
か
あ
ち
ゃ
ん
、
と
う
ち

ゃ
ん
と
い
わ
ず
、
ち
い
ち
ゃ
ん
も
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
、
老
い
も
若
き
も
輪
に

な
っ
て
、
楽
し
い
盆
踊
り
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
川
西
町
を
さ
ら
に
さ

ら
に
明
る
く
健
康
な
町
に
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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～
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田保村市
甲坂越川

庫ミリ宗
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ノ」￥沖野霧
白

倉立口谷
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〇〇二一

　
あ
な
た
は

　
軍
人
一
時
恩
給
に

該
当
し
ま
せ
ん
か

　
軍
人
一
時
恩
給
復
元
の
動
き
が
具
体

化
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
か
た
は
、
実
現
に
備
え
、
役
場
内
軍

恩
連
川
西
支
部
で
必
要
な
手
続
き
を
と

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
該
当
者
〉
連
続
三
年
以
上
、
七
年
未

満
の
実
在
職
者
で
、
恩
給
扶
助
料
、
　
一

時
恩
給
を
受
給
し
て
い
な
い
か
た
。

　
な
恥
、
一
時
恩
給
推
定
額
は
下
表
の

と
お
り
で
す
が
、
十
月
以
降
に
改
定
見

込
み
の
仮
定
俸
給
の
＋
二
分
の
一
に
在

職
年
数
を
掛
け
な
の
が
算
出
基
礎
で
、

一
時
扶
助
料
は
こ
の
二
分
の
一
額
で
す

霧三藤下田新岩
　　　平
谷領沢新中町瀬
　　　田
　ぬ　 ぬ　 　　し　 　　ム　ルノ＼ノ＼ノ＼ノ＼一一一一

九九六四八八六

一時恩給推定表（少尉以上略）

階級 仮定
俸給

一時恩給額
連続
3
連続
4
連続
5
連続
6　イー

兵 188，00男 　　　　円46，999
62，66竪 　　　　円

78，331
93，99撃

伍長 213，900 53，475 71，300 89，125 106，950

軍曹 226，000 56，500 75，334 94，167 113，000

曹長 233，700 58，425 77，900 97，375 116，85δ

懇
か
雛

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
　
　
正
志

近
付
い
て
そ
れ
た
る
螢
川
を
と
ぶ

　
　
　
　
大
倉
金
子
　
洋
石

消
え
果
て
て
首
と
ど
ろ
き
し
遠
花
火

短
　
歌

　
　
　
　
原
田
根
津
と
さ
子

雲
と
霧
と
さ
だ
か
な
ら
ざ
る
一
角
の
夜

明
け
の
空
に
赤
き
太
陽

我
が
歌
の
活
字
と
な
り
し
喜
ぴ
を
一
字

一
字
に
確
め
に
つ
つ

束
の
間
を
さ
き
て
織
り
継
ぐ
機
な
り
き

我
が
趣
味
に
し
て
我
の
生
甲
斐

月
面
に
足
を
踏
み
た
る
ア
船
長
の
感
激

の
姿
の
テ
レ
ビ
に
見
入
る

￥




